
序

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所

大
山
崎
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
島

代

表

三
千
男

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
資
料
目
録
・
司
観
音
寺
文
書
目
録
』
を
お
届
け
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
と
大
山
崎
地
績
と
の
関
わ
り
は
、
後
に
大
山
崎
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
な
る
中
島
三
千
男
と
石
井
日
出
男
が
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
三
年

に
か
け
て
大
山
崎
町
史
の
編
纂
（
脇
図
修
編
纂
委
員
長
）
に
個
人
的
に
携
わ
っ
た
事
を
鳴
矢
と
し
ま
す
が
（
『
大
山
崎
町
史
史
料
編
』
一
九
八

一
年
、
『
大
山
崎
町

史
本
文
編
』
一
九
八
三
年
）
、
本
絡
的
に
関
わ
り
始
め
た
の
は
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
七
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
故
神
奈
川
大
学
経
済
学
部
教
授
丹
羽
邦
男

氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
調
査
（
『
明
治
政
府
の
社
寺
支
配
過
程
の
総
合
的
研
究
」）
か
ら
で
す
。
従
っ
て
か
れ
こ
れ
二
十
年
の
歴
史

を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
、
大
山
崎
地
域
の
研
究
が
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
調
査
活
動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
檀
づ
け
ら
れ
活
動
を
開
始
し
た
の
は
一
九
九
五
年

か
ら
で
す
。
本
目
録
刊
行
の
直
接
的
な
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
大
山
崎
地
域
研
究
を
日
本
崎
市
民
文
化
研
究
所
の

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
一
つ
の
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
の
そ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
大
山
崎
地
場
の
調
査
研
究
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
に
関
係
あ
る
史
料
を
探
索
し
収
集
す
る
と
い

う
、
い
わ
ば
『
披
き
取
り
」
調
変
で
あ
っ
た
の
を
改
め
、
「
悉
皆
調
査
」
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
成
果
を
広
く
一
般
に
公
開
し
よ
う
と
い
う
事
で
し
た
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
私
た
ち
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
地
減
の
研
究
に
関
わ
る
事
に
よ
っ
て
、
」
初
め
て
、
こ
の
地
域
の
総
合
的
な
研
究
が
可
能
と
な
る
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
『
悉
皆
調
査
』
を
行
う
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
に
膨
大
に
存
在
す
る
中
世
か
ら
近
現
代
に
か
け
て
の
史
料
の
、
所
蔵
者

に
よ
る
伝
世
を
磁
実
な
も
の
に
す
る
事
が
出
来
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
事
が
可
能
と
な
る
に
は
第
一
に
、
長
年
に
わ
た
る
地
元
の
関
係
者
の
ご
理
解
・
ご
支
援
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
山
崎
町
、
大
山
幡
町

町
教
育
委
員
会
、
大
山
崎
町
康
史
資
料
館
を
は
じ
め
各
文
書
所
蔵
者
の
方
々
に
は
長
年
に
わ
た
っ
て
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
本
『
観
音
寺
文
番
目

録
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
所
耳
障
者
で
あ
る
山
崎
聖
天
観
音
寺
住
職

・
種
智
院
大
学
名
誉
教
授
井
上
亮
海
氏
に
は
膨
大
な

『観
音
寺
日
稽
』
の
撮
影
の
た
め
に
神

奈
川
大
学
で
の
撮
影
を
ご
許
可
い
た
だ
く
な
ど
、
格
別
な
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
「
悉
皆
調
査
』
が
可
能
と
な
る
為
に
は
、
膨
大
な
人
員
・
調
査
補
助
者
と
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事
い
、
人
員
の
函
で
は
一
九
九
三
年

に
日
本
常
民
文
化
研
究
所
を
母
体
に
神
奈
川
大
学
大
学
院
庭
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
が
開
設
さ
れ
、
多
く
の
大
学
院
生
が
い
わ
ば
文
書
調
査
の
実
習
の
場
と
し
て
参
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加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
金
の
面
で
は

一
九
九
八
年
1
二
O
O
一
年
の
凶
年
聞
に
わ
た
り
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
代
表

者
中
島
三
千
男
、

「山
城
国
大
山
崎
荘
の
総
合
的
研
究
』）
を
得
、
続
い
て
二

O
O二
年
か
ら
二

O
O四
年
の
三
年
間
に
わ
た
り
日
本
私
立
学
校
振
興

・
共
済
事
業
団

の
学
術
研
究
振
興
資
金
（
研
究
代
表
者
中
島
三
千
男
、
「
山
城
国
大
山
崎
在
の
総
合
的
研
究
」
）
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
後
者
に
あ
た
っ
て
は
、
神
奈

川
大
学
か
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
多
く
の
方
々
・
機
関
の
ご
支
援
を
得
て
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
大
山
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査

・
研
究
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
す
。
今
回
、

そ
の
成
果
の
一
郎
と
し
て
『
観
音
寺
文
谷
図
録
』
を
刊
行
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
目
録
の
刊
行
が
今
後
の
大
山
崎
地
域
の
総
合
的
研
究
の
大
き
な

一
助

と
な
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
．

な
お
、

二
O
O玄
年
度
は
大
山
崎
絢
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
こ
の
『
観
音
寺
文
書
目
録
h

の
他
に
『
疋
田
家
文
谷
目
録
』
も
同
時
に
刊
行
い

た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
、
本
目
録
の
監
修
に
当
た
ら
れ
た
神
奈
川
大
学
講
師
石
井
日
出
男
氏
並
び
に
そ
の
下
で
目
録
の
作
成
に
あ
た
ら

れ
た
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
院
生
（
修
了
者
を
含
む
）
の
織
田
祭
文
・
板
垣
貴
志

・
西
山
剛

・
小
俣
淳
一

・
弁
辺
将
史

・
山
口
修
史

・
大
嶋
千
慈
子

・
岩
間
康
志

の
各
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ニO
O五
年
三
月
三
十
一
日
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［付
記
〕
本
文
書
目
録
は
、

一
九
九
八
年
i
二
O
O
一
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
織
助
金
（
基
盤
研
究
倒
凶
）
、
な
ら
び
に
二

O
O二
年
1
ニO
O四
年
度
日
本
私

立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
学
術
研
究
復
興
資
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

「山
滅
菌
大
山
崎
町
径
の
総
合
的
研
究
』
（
研
究
代
表
者
は
、
い
ず
れ
も
中
島
三
千
男
）
の

成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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